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簡易分光器の作製とその性能評価

1 . 緒言

物質生命化学科は、 物質化学と生命化学を融合させ

た幅広い知識と高い問題解決能力を持ち、 21世紀の

社会における環境、 資源、 エネルギーなどの課題を化

学的立場から解決できる技術者・研究者の育成を目標

にしている。 このような技術者・研究者を育成するた

めには、 早期に化学実験を体験させることが重要であ

ると考え、約1 0年前から、 1年次前学期に「定性分

析実験Jを開講してきた。「定性分析実験jでは、 化学

の基本的な実験操作法について学習するだけでなく、

今後研究するために必要不可欠な試薬の調整法や簡単

な実験器具や装置の作製方法についても実習する。

平成17年度からは、 この定性分析実験の実験テ ー

マに、 「ものづくり創造融合工学教育事業授業内容・教

育カリキュラム拡充プロジェクトjの支援を受け、 も

のづくり教育の一環として、 「ガラス細工Jの実習を実

施してきた。 この実習により、 実験内容に適したガラ

ス器具を自作することは、 化学実験を円滑かつ、 正確

に実施するためには必要不可欠であることを1年生に

認識させることができた。

そこで、 今回のプロジェクトでは、 化学実験におい

て多岐に使用される分光器を自作し、 その分光器を実

際の実験に利用することで、 さらに、 化学実験におい

ての
“
ものづくり

”
の重要性を認識させることを目的

とする。 自作の分光器の性能は、 測定データと市販の

分光器のデータと比較検討することによって評価させ

る。

2. 実施概要

1年次前期（開講時期は5月末から7月） の「定性

分析実験」内のテ ーマ 「炎色反応とスベクトノレ測定」

の内容を拡充する。

具体的には、 図1に示すような回折格子を利用した

簡易分光器を各自に作製させ、 自作の分光器を利用し

て、 さまざまな光源、 特に炎色反応のスベクトノレの測

定を行う。 最終的には、 自作した簡易分光装置で測定
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したデータを理論理と比較で検討することで、 各自の

分光器の性能を評価する。

図1 作製した簡易分光器

2. 1 実施方法

実施講義名

1年次 前期必修

受講人数

定性分析化学実験

8 7名（ただし、 43名と44名ずつ、 2日間に分

けて実施。 再履修生1名を含む）

実施日時

平成23年6月13日（月）、 1 4日

1 3 : 0 0～1 7 : 0 0 

担当教員

鯉沼 陸央、 吉本惣一郎、 谷口 貴章

2. 

(1) 

2 実施内容

座学による光の性質の説明

（火）

この実験には、 高校の物理で履修する光の波の性質

を理解する必要があるが、物質生命化学科では約3害lj

の学生が高校の物理を受講していない。 そのため、 事

前に光の性質について解説する。

(2) 簡易分光器の作製

実験当日に回折格子、 工作用紙などから、 1時間程

度で作製した。 装置の出来は、 太陽光（連続スペクト

ノレ）、 蛍光灯（輝線スベクトノレ） を測定することで確認

した。 数名の学生は、 自作することができなかったた

め、 担当者が事前に準備した分光器を渡して、 以後の

実験を実施した。




